
患者サービス推進室                                室長 市川 孝治（副統括診療部長） 

● 活動目的 

患者サービス推進室は 2007 年に患者サービスの一環として設立されました。活動目的は当院の

患者サービスの現状の把握、問題点・改善方策の検討です。具体的には、 

① “ご意見箱”を各病棟のダイニングルーム、外来総合案内に設置し、定期的に室員が回収  

② “ご意見箱”に記載されている「皆様の声」の内容を吟味し、緊急度を判断しながら（至急対応の

要するものはその都度各部署へ対応依頼）、2024 年度は毎月第 4 水曜日に開催の「患者サー

ビス向上推進対策会議」で内容を検討 

③ 病院としての対応が必要なものは“幹部会議”に患者の要望と検討内容を報告・提出の 

3 点です。 

また、入院患者さんにアンケート調査（記名/無記名は不問）を実施し、患者さんからの“生の声”に

接しながら、指摘された問題点等を検討し、対策等を立案しています。 

●●  構成メンバー（令和 6 年度）  

室長は副統括診療部長、副室長は事務専門職とし、各部門からの室員（診療部、看護部、放射線、

理学療法など）にて構成されていました。 

● 活動内容の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “ご意見箱”を各外来ブースや病棟に設置         “アンケート回収ボックス”は病棟に設置 

      各“ご意見箱”の傍らに配備                       入院時に配布  

● 活動状況 

2024 年度は毎月第 4 水曜日の午後 4 時から、事前に回収した「皆様の声」について、メンバー全員で

内容を分析し、改善に向けて検討を行っています（室員は 15 名）。 

①  病棟・外来に設置している回収箱に寄せられたご意見を医事係が回収。回収された投書用紙

は、医事課で集計。 

②  急ぐ案件については、対応部署の責任者にその都度連絡。対応部署の判断が難しい時は、副院

長に連絡し対応を検討。 

③  急がない案件については、毎月の定例会議（第 4 水曜日の午後 4 時より）で内容等を検討。 

④  “ご意見箱”のご意見への返事は、必要に応じて専門職を中心に作成し、2F の専用掲示板に掲

示。更に、“ご意見箱”で述べられた我々職員に対する問題点・注意点は、適宜院内情報用 Web

に載せ、職員の接遇の改善を企図。 

⑤ 入院患者アンケートを実施。指摘された問題点を検討し対策を立案。 

⑥ その他、患者サービスにつながる事案を逐次対応し、必要に応じて院内ラウンドや院外の視察等

の実施。 

● 調査結果 

【令和 6 年度ご意見箱に寄せられた代表的なご意見】 

① 職員に関するご意見 

・・・初めての長期入院で、初めてのカテーテル検査でとても不安でしたが先生方の親切丁寧な

説明と対応で安心する事が出来ました。看護師の皆様は（看護師の友人から聞いていたより

も）激務で大変そうでしたが、嫌な顔一つせずに対応して頂き素晴らしいと思いました。意

見するとすれば、同室の高齢の方達が携帯で通話する（病室で）、大声で独り言を言う、夜

中の 4 時前までテレビを見ているといった事がありましたがスタッフの方がその現場に居

ても看過しているのがどうかと思いました。 

 

② 待ち時間に対するご意見 

・・・入退院の待ち時間が長すぎると思います。入院する人は疲れてくたくたの様子で、退院す

る人は早く帰りたくても帰れません。もう少しスムーズにこなして欲しいです。 

【対応について】 

① お褒めのお言葉誠に有難うございます。無事にカテーテル検査が終わられて良かったで

す。 

引き続き、患者様にとって検査や入院生活が少しでも快適なものになるよう、スタッフ一

同努力してまいります。今回ご意見を頂戴しました同室の患者様に関することでは、ご不

快な思いをされたとのこと大変申し訳ございません。いただいたご意見をスタッフで共

有し、同様の状況を確認した際にはお声がけするように対応してまいります。また、看護

師が気づいていないような場合には遠慮なくご報告いただければ幸いです。 

 

② この度はご迷惑をおかけし大変申し訳ございませんでした。入退院時の待ち時間が長く、

患者さんやご家族にご負担をおかけしていること、心よりお詫び申し上げます。退院され

る方々が早く帰ることができるように努めることはもちろん、入院される方の待ち時間

を削減し、負担なく手続きをすすめられるように速やかな対応を心がけてまいります。 

 

  

-192-

10_センター・室10_センター・室 CMYK   26011707_岡山医療センター年報第21巻 2024_ 

1

校 

2

校 

3

校 _根木<P192>



患者サービス推進室                                室長 市川 孝治（副統括診療部長） 

● 活動目的 

患者サービス推進室は 2007 年に患者サービスの一環として設立されました。活動目的は当院の

患者サービスの現状の把握、問題点・改善方策の検討です。具体的には、 

① “ご意見箱”を各病棟のダイニングルーム、外来総合案内に設置し、定期的に室員が回収  

② “ご意見箱”に記載されている「皆様の声」の内容を吟味し、緊急度を判断しながら（至急対応の

要するものはその都度各部署へ対応依頼）、2024 年度は毎月第 4 水曜日に開催の「患者サー

ビス向上推進対策会議」で内容を検討 

③ 病院としての対応が必要なものは“幹部会議”に患者の要望と検討内容を報告・提出の 

3 点です。 

また、入院患者さんにアンケート調査（記名/無記名は不問）を実施し、患者さんからの“生の声”に

接しながら、指摘された問題点等を検討し、対策等を立案しています。 

●●  構成メンバー（令和 6 年度）  

室長は副統括診療部長、副室長は事務専門職とし、各部門からの室員（診療部、看護部、放射線、

理学療法など）にて構成されていました。 

● 活動内容の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “ご意見箱”を各外来ブースや病棟に設置         “アンケート回収ボックス”は病棟に設置 

      各“ご意見箱”の傍らに配備                       入院時に配布  

● 活動状況 

2024 年度は毎月第 4 水曜日の午後 4 時から、事前に回収した「皆様の声」について、メンバー全員で

内容を分析し、改善に向けて検討を行っています（室員は 15 名）。 

①  病棟・外来に設置している回収箱に寄せられたご意見を医事係が回収。回収された投書用紙

は、医事課で集計。 

②  急ぐ案件については、対応部署の責任者にその都度連絡。対応部署の判断が難しい時は、副院

長に連絡し対応を検討。 

③  急がない案件については、毎月の定例会議（第 4 水曜日の午後 4 時より）で内容等を検討。 

④  “ご意見箱”のご意見への返事は、必要に応じて専門職を中心に作成し、2F の専用掲示板に掲

示。更に、“ご意見箱”で述べられた我々職員に対する問題点・注意点は、適宜院内情報用 Web

に載せ、職員の接遇の改善を企図。 

⑤ 入院患者アンケートを実施。指摘された問題点を検討し対策を立案。 

⑥ その他、患者サービスにつながる事案を逐次対応し、必要に応じて院内ラウンドや院外の視察等

の実施。 

● 調査結果 

【令和 6 年度ご意見箱に寄せられた代表的なご意見】 

① 職員に関するご意見 

・・・初めての長期入院で、初めてのカテーテル検査でとても不安でしたが先生方の親切丁寧な

説明と対応で安心する事が出来ました。看護師の皆様は（看護師の友人から聞いていたより

も）激務で大変そうでしたが、嫌な顔一つせずに対応して頂き素晴らしいと思いました。意

見するとすれば、同室の高齢の方達が携帯で通話する（病室で）、大声で独り言を言う、夜

中の 4 時前までテレビを見ているといった事がありましたがスタッフの方がその現場に居

ても看過しているのがどうかと思いました。 

 

② 待ち時間に対するご意見 

・・・入退院の待ち時間が長すぎると思います。入院する人は疲れてくたくたの様子で、退院す

る人は早く帰りたくても帰れません。もう少しスムーズにこなして欲しいです。 

【対応について】 

① お褒めのお言葉誠に有難うございます。無事にカテーテル検査が終わられて良かったで

す。 

引き続き、患者様にとって検査や入院生活が少しでも快適なものになるよう、スタッフ一

同努力してまいります。今回ご意見を頂戴しました同室の患者様に関することでは、ご不

快な思いをされたとのこと大変申し訳ございません。いただいたご意見をスタッフで共

有し、同様の状況を確認した際にはお声がけするように対応してまいります。また、看護

師が気づいていないような場合には遠慮なくご報告いただければ幸いです。 

 

② この度はご迷惑をおかけし大変申し訳ございませんでした。入退院時の待ち時間が長く、

患者さんやご家族にご負担をおかけしていること、心よりお詫び申し上げます。退院され

る方々が早く帰ることができるように努めることはもちろん、入院される方の待ち時間

を削減し、負担なく手続きをすすめられるように速やかな対応を心がけてまいります。 

 

  

-193-

10_センター・室CMYK   26011707_岡山医療センター年報第21巻 2024_ 

1

校 

2

校 

3

校 _根木<P192> CMYK   26011707_岡山医療センター年報第21巻 2024_ 

1

校 

2

校 

3

校 _根木<P193>



 

入院患者さまへのアンケート集計 （ 対象期間 R06.04.01 ～R07.03.31 ） 

 

 
 

国際医療協力室         室長 中原 康雄（小児外科医長） 

● 活動目的                             

1. 『外国人にやさしい病院』を目指して診療体制を構築する。 

2. 海外医療協力を推進する。 

● 活動の歴史 

1） 当院では 2005 年 4 月に国際医療協力室が発足した。 

その間、医療通訳をはじめとする外国人診療体制の整備を行なってきた。 

   2）  2006 年から 6 年間は厚生労働省国際医療研究を行なった（3 研究）。 

 1．（18 指 1）ネットワーク機関における外国人診療のあり方に関する研究 

 2．（18 公 6）胎児から乳幼児に子育てを軸とした継続ケアの構築 

 3．（21 指 9）海外渡航者及び帰国者のための効果的な診療体制整備に関する研究－（分担）

在日外国人・日本への外国人渡航者の診療体制の構築 

3)  それらをもとにして、2012 年外国人診療の 10 箇条をまとめた。外国人診療に対する基本的な

姿勢を述べている。2013 年改訂。 

4） 外国人医師の研修、海外からの患者の受け入れ、治療、海外での医療支援活動など、海外医

療協力を推進している。 

● 活動状況 

1） 海外医療協力 

   NPO 中国四国小児外科医療支援機構（本部：岡山医療センター）による活動 

2024 年度は約 2 か月おきにミャンマー・カンボジアに小児外科チームが渡航して小児外科疾

患・小児固形腫瘍手術を施行した。また、紛争下で一時中止されていたヤンゴン小児病院にお

ける腹腔鏡下手術の再開を支援した。 

 

写真：ヤンゴンの小児病院で鏡視下手術の再開支援 

 

2） ジャパンハートとのパートナーシップ協定締結 

2022 年 12 月 6 日、今後の国際医療活動協力、国内の医療活動協力に関して協力体制を強

化するため協定を締結した。小児外科疾患に限らず、小児科、周産期、さらには成人疾患に至

国際医療協力室ロゴマーク 
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